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CS-807の 臨床的検討
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横沢光博
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CS-807は,三 共株式会社で開発 された経 口用セ ファロスポ リン剤である。

われわれは,6例 の上気道感染症,12例 の下気遭感染症の計18例 に本剤 の投与 を行 い,そ の臨

床的効果および安全 性に関する検討を行 う機会 を得たので報告す る。

本剤の投与量 は経 口にて1回100mgま たは,200mgの1日2～3回 で食後30分 に服用 し,投 与期

間は3～21日 間,総 投与量は1.09よ り8。49で あった。

臨床効果は急性咽頭炎の2例,急 性扁桃 炎4例 に有効,急 性気管支炎の5例 に対 しては4蹴

1例 無効,慢 性気管支炎の2例,気 管支拡張症の3例,肺 炎の2例 に有効であり,全 体の有効率は

94.4%で あ った。細菌学的効果を評価 し得 たのは6例 でH.influenzae,S.aureus,Enterococcus

sp.,S.pyogenes,Streptococcus sp.の各1例 は消失,K.pneumoniae,P.aeruginosaの 各1例 は

不変であった。

酬 乍用は全例 にな く,臨 床検査値 の変動はLDH,BUNの 軽度上昇が認められた。

以上の結果 より,CS-807は 有効かつ安全 に使用 し得る薬剤である と示唆 された。

CS-807は 三共株式会社 で開発 された経 口用セ ファロ

スポ リン剤で,そ の化学構造 はFig.1の 如 くで あ る。

Fig. 1 Chemical structure of CS-807 and R-3763

CS-807

R-3763

経口投与によ り主に腸壁のエステラーゼにより加水分解

され.グ ラム陽性 ・陰性菌に広範な抗菌スペク トルを有

する活性 なR-3763と な る。R-3763は β-lactamaseに

安定であ り,こ れまで経 口用セフ ァロスポリン系薬剤が

抗菌 力 を有 して い ないEnterobacter,Sgrratia,indoie

(+)Proteusに も抗菌力が及んでいる。

1.対 象 お よび方法

臨床試験例 はTable1に 示す ように呼吸器感染症の

18例で,そ の内訳は急性咽頭炎2例 急性扁桃炎4例

急性気管支炎5働 慢性気管支炎2例,気 管支拡張症3

例 肺炎2例 であ り,い ずれ も中等症以下の細菌掬感染

症 である。

本剤の投与量お よび投与法 は,経 口にて1日200mg,

400mgの 分2ま た は300mgの 分3,食 後30分 に内服 投

与期間 は3日 間 よ り21日間 で総投与量 は1.09よ り8.4

9で ある。

II.臨 床 成 績

急性咽頭 炎の2例 は,い ずれ も咽頭部 にかな りの発赤

を認め,咽 頭痛 を伴 い発熱 がみられた。臨床検査では,

Case1は 白血球数の増多が み られなかったがCRPは
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Table 1 Clinical results of CS-807 treatment

*Out patient ** In patient
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(+)で あ る。 これ ら2例 の症例 に対 し,本 剤,1日

200mgお よび300mg5日 間の投与 を行ったが,投 与開 始

後2～3日 以内に解熱 し症状の改善がみられた。 いずれ

も有効である。

急性扁桃 炎は軽症の3例 と重症の腺窩性扁桃炎の1例

であ る。本剤の投与量 は10(mgの1日2回 が1例 で,他

は200mgの1日2回 で ある。本剤の投与に より軽症 の3

例はいずれ も3日 以内に解熱 し,咽 頭痛 も4日 以内に消

失 した。Case3の 腺窩性扁桃炎 は5日 目に解熱 咽頭

痛は約1週 間持続 したが,効 果は充分であった。 これ ら

の症例の咽頭 より同定 された菌はGrampositive rods

(GPR)とS.pyogenesで あ るが,い ずれ も投与終 了時

に消失 している。

急性気管支炎は5例 でいずれ も軽症例 であ る。2例 は

約1ヵ 月間持続 する咳漱,喀 疾 を主訴 と し,喀 疲 中に

H.influenaae,K.pneumoniaeを 認 めた。他の3例 は

数 ヵ月の咳徽,喀 疾,発 熱 にて気管支炎 と診断,う ち1

例 にS.aureus,EnterococcuSを 検出 した。2例 は起炎

菌 と思われ るものは同定 されなか ったが,白 血球増 多が

みられ細菌性の急 性気管支炎 として本剤の投与 を行 った。

本剤の投与量 は100mgの1日2回 お よび3回,200mg

の1日2回 で投与期間は5～7日 間である。 これ らの急

性気管支炎に対 し本剤の効 果は,有 効4例,無 効1例 で

ある。無効の1例 はCase8で,1日200mgの5日 間投

与 にて も喀疾 と咳漱 の改善 が得 られなかった例 である。

本例 は本剤使用前,約1ヵ 月に吻 軟,喀 疾,発 熱がみ

られKefral 1.5gp.o.の7日 間 で一時 は症状 は お さ

まった ものの,そ の3週 後 に再 び症状が再燃,本 剤200

mgの5日 間投与 を行 ったが,症 状 改善せ ず,喀 疾 中の

K.pneumon毎eの 消失 も得 られなか ったため無効 と判

断 した。

他の4例 は,発 熱 は3～5日 目にはおさまり,喀 疾,

咳嚇 も約5～7日 目まで には改善 し,喀 疾中のH.in-

fluenzae,S.aureus,Enterococcusも 消失 し,臨 床的,

細菌学的 に有効 であった。

慢性 気管 支炎 の2例 の うち,1例 はdiffuse pan-

bronchiolitis(D.P.B.),1例 は気管支喘 息 を基礎疾患

に有 した症例 である。気管支喘息の症例は2ヵ 月前よ り

強 い発作が存続 し血 沈尤進,CRP陽1生 のた め本剤200

mgの6日 間投与 を行 った。本剤投与後5日 目は喀疾,咳

漱は改善 し,喀 疾中のStreptococcussp.は 消失,白 血

球数6,600→3,900,CRP陰 性化,血 沈 も改善 され,

有効 とした。DPBの1例 は呼吸困難 咳喉 喀疾が増

悪 し白血 球増 多,CRP(+)に て本剤200mgの14日 間

投与 を行った。

本例は臨床検査値では白血球数は1週 目に改善され

14日目に12,200と戻っているが.CRPは 陰性化し,臨

床症状の改善がみら粘 臨床効果は有効と考えた。喀疾

検査では投与後S.aureusが みられた。

気管支拡張症は3例 で いずれも数年来感染をくり返

している症例である。今回も喀疲る増加 白血球数増多,

血沈の増思CRPの 陽性化などの所見が認めら鶴 本

剤の投与を行った。本剤の投与るは200mgの12日間と

400mgの11日間と21日間である。

これらの症例で投与終了時にもCRP陽 性の症例が2

例みられるが,一 応 臨床効果は改善が得られたため,

本剤はこれらの症例に紺し有効と判断された。細菌学的

には1例 に喀疾中P.aeruginosaが 検出され,投与後

も不変であった。

肺炎は2例 であるが,い ずれも右下肺の軽症例で外来

通院にて本剤の400mgの7日 間投与を行った。本剤投与

後自覚症状の改善はすみやかで1週 間目のXPで も肺

炎陰影は消失し,白血球数CRPと も正常となった。

喀疾検査は2例 とも行っていない。

以上,急 性咽頭炎は2例 に有効 急性扁桃炎は4例有

効,急 性気管支炎4例 に有効1例 無効,慢 性気管支炎

2例,気 管支拡張症3例 に有効 肺炎の2例に有効で,

Table 2 Clinical efficacy of CS-807 treatment
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全体 で計18例 中の 有効 率94.4%と い う結果 で あった

(Tabke 2)。

副作用 は臨床的な ものは全 くな く,臨 床検査 値の変動

はTable 3に 示すようにCase15の 気管 支拡張症で200

mgの12日 間投与 にてLDH394→65aCase17の 肺 炎で

400mgの7日 間投与にてBUN18.8→25.5と 上昇 し,本

剤 による影響が考 えられるが,そ の後 の経過 はみていな

い。

これ らの症例 よ り分離 された菌に対 して,投 与後 に消

失 した ものはH.influenzae,S.aureus,Enterococcus

sp,S.pyogenes,Streptococcus sp.で あり,不 変の もの

はK.pneumoniae,P.aeruginosa,の 症例であった。

m.考 察

CS-807は 内服後 主に腸壁のエステラーゼによ り加

水分解 さ礼 抗 菌活性の あ るR-3763と なるprodrug

で ある。活性なR-3763は β-lactamaseに 安定 でグラ

ム陽性,陰 性菌 に広範囲な抗菌スペ ク トルを有 し,こ れ

まで経 口用セフ ァロスポリン系薬剤が抗菌力 を有 してい

ないEnterobacter,Serratia,indoie(+)Proleusに

も抗菌力が及 んでいる。

以上の本剤 の特徴をふ まえ,我 々の臨床効果について

みると18例 の各種呼吸器感染症 に対す る本剤 の臨床効

果は,疾 患別 にみる と急性咽頭炎に対 しては当院での同

系統の薬剤の臨床効果 と比較す るとT-2588で は1例 に

用い著効,CXM-AXの1例 に用い有効,CFIXで1

例 に用い有効で,特 に差はみられなか った。急性扁桃炎

ではCS-807は4例 ともに有効 で,CXM-AX1例 に

用 い有効,CFIXは7例 に用 い全例有効以 上でや は り

同様の効果であった。急性気管支炎5例 で はCS-807は

4例 有効1例 無効の有効率80%で あ ったが,T-2588

では8例 中の有効率87.5%,CXM-AXで は68.8%,

CFIXで は10例 中8例 有効 の80%でCXM-AXが 少

し劣るが大差 はみ られていない。慢性気管支炎ではCS

-807は2例 ともに有 効でT-2588で1例 に用 い有 効
,

CXM-AX4例 中3例 有効,CFIXで は2例 中1例 有

効であった。

気管支拡張症の3例,肺 炎の2例 のいずれ に対 して も

CS-807は 有効 であ り,T-2588で は2例 有効,1例 無

効CXM-AXの4例,CFIXの1例 で,い ずれ も全

例 に有効 であった。 これ らの当院におけるCS-807の 成

績 はCCLで の有効率1),急 性咽頭 炎92.3%,急 性 気管

支炎79.7%,急 性扁桃炎96.8%,慢 性気管支炎58.7%,

気管支拡張症35。0%,肺 炎66.7%と 下気 道感染症 慢

性気道感染症 に対す る有効率 をしのいでいる。

以上の呼吸器感染症 に対す るCS-807の 全体の有効率

94.4%は 症例数 が少な く。比較 に問題が あるか も知れ

ないが,同 じ経 口用Cephem系 抗生剤 であるT-2588

の当院での有効 率が86。7%2),CXM-AXが76.9%8),

また第3世 代のCephem系 経 口用抗生 剤Cefixime4,

では88.0%で あ り,CS-807の 有効率は非常 に優れた成

績であ った。 また これ らの薬剤のシンポジウムでの有効

率78.6%5),76.6%6),74.7%7)よ り も良好 な成績 で

あった。

これ ら18例 の呼 吸器感染症 の咽頭粘液 または喀疾よ

り分離同定出来た菌の消長 ではH.influenzae,S.aru-

eus,Enterococcus sp.,S.pyogenes,Streptococcus sp.

の各1例 が消失 し,こ れ らの菌に対す る臨床分離菌に対

する消失率 はH.fnfluenzae,S.aureus,S.pyogenesで

いずれ も85%以 上である。P.aeruginosaは 当然のこと

なが ら不変であった。

臨床 的な副作 用 は全 くな く,臨 床検 査値 でLDH,

BUNの 上昇がみられたが,い ずれ も軽度であ り,安 全

性 も問題 ないと思われ る。

以上の結果 より,本 剤 は経口用Cephem剤 として今

後 さらに検討に値 するもの と考 えられ る。
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CLINICAL EVALUATION OF CS-807
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CS-807 is a new oral cephalosporin derivative developed by Sankyo Co., Ltd. We evaluated its clinical

efficacy and safety in 18 patients: 6 with upper and 12 with lower respiratory tract infection. The dose was

100mg or 200mg 30 min after meals twice or thrice daily for 3-21 days, so that the total dose was 1.0g-8.4g.

The drug was effective in two cases of acute pharyngitis, four of acute tonsillitis, four out of five cases of

acute bronchitis, in two cases of chronic bronchitis, three of bronchiectasis, and two of pneumonia. The total

efficacy rate was 94.4%.

Bacteriological efficacy was evaluated in six cases. One each of H. influenzae, (GPR), S. aureus, Enterococ-

cus sp., S. pyogenes and Streptococcus sp. was eradicated, but one each of K. pneumoniae and P.aeruginosa

persisted.
No side-effect were found. In laboratory findings, LDH or BUN were slightly elevated in two cases. Our

conclusion from these results is that CS-807 is an effective and a safe antibiotic.


